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第１編  ～  第４編 （略）

第５編 保安林整備

第 1 章 （略）

第２章 調 査

第１節 総説

（略）

１－１ 調査項目

〔参考 〕

Ｕ Ａ Ｖや小 型 飛行機 、 ヘリコ プ ター等 を 用いた レ ーザ測 量 等を活 用 するこ と によ

り、地 形 状況、 荒 廃状況 、 森林資 源 状況（ 林 相、樹 高 、胸高 直 径等） を 把握す る こ

とがで き る。ま た 、デー タ を蓄積 す ること に より、 森 林の経 年 変化を 容 易に把 握 す

ること が できる 。

なお、 地 形等の 三 次元測 量 を行う 場 合の主 な 手法と し ては、 レ ーザ測 量 による 手

法と、 多 視点画 像 から三 次 元形状 を 復元す る ＳｆＭ （ Structure from Motion）に よ

る手法 が ある。 （ 測量手 法 の詳細 に ついて は 、第２ 編 第２章 第 ２節２ － ３－１ 「 総

説」を 参 照）。  

１－２ （略）

第２節  ～  第４節 （略）

第５節 林況・植生調査

５－１ ・  ５－２ （略）

５－３  現地調査

〔参考 〕  

植生調 査 表に記 入 する階 層 別植被 率 、被度 、 群度、 密 度及び 頻 度の意 味 、内容 は 次

のもの で ある。  

１  （ 略 ）

第１編  ～  第４編 （略）

第５編 保安林整備

第 1 章 （略）

第２章 調 査

第１節 総説

（略）

１－１ 調査項目

（新設 ）

１－２ （略）

第２節  ～  第４節 （略）

第５節 林況、植生調査

５－１ ・ ５－２ （略）

５－３ 現地調査

〔参考 〕

１  植 生 調査表 に 記入す る 階層植 被 率、被 度 、群度 、密度及 び 頻度の 意 味、内 容 は次

のもの で ある。  

(１ ) （ 略）  
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２  被 度 は 、 地 上 面 積 (コ ド ラ ー ト 面 積 )に 対 す る 植 物 個 々 の 垂 直 投 影 面 積 を 種 類ご

とに集 計 し比率 で 表した も のであ り 、次の 階 級区分 に よって 表 現する 。  

 
表２－ ９  ブロ ン －ブラ ン ケの被 度 階級区 分  

被 度 の 程 度 又 は 出 現 数  階 級  被 度 の 程 度 又 は 出 現 数  階 級  
被 度 が 75～ 100％ で あ る 場 合  ５  被 度 が 10～ 25％ で あ る 場 合  ２  
被 度 が 50～ 75％ で あ る 場 合  ４  被 度 が １ ～ 10％ で あ る 場 合  １  
被 度 が 25～ 50％ で あ る 場 合  ３  １ ％ 以 下 の 被 度 で 出 現 数 も 少 な い  ＋  
  出 現 数 が 極 め て 稀 な も の  ｒ  

 
３  （ 略 ）  

 

４  密 度 は 、 単 位 面 積 当 た り 、 あ る い は 調 査 し た コ ド ラ ー ト 数 に 対 す る あ る 種 類の

個数又 は 総個数 の ことを い う。  

   成 立植物 の 本数 (固 体数 )を 数える 調 査に用 い られる 。  

こ の 数 値 は 、 植 生 の 状 況 を 定 量 的 に 示 す こ と か ら 、 施 工 地 の 成 果 を 評 価 す る 指

標とし て 多用さ れ る。  

た だ し 、 成 立 本 数 が 多 い 箇 所 や 地 点 で こ の 調 査 を 実 施 す る と か な り の 時 間 を 要

するの で 、小面 積 のコド ラ ート調 査 以外は 適 さない 。  

 

５  （ 略 ）  

 
第６節 ・  第７節  （略）  

 
第８節 森林機能調査  

８－１  （略）  

 
８－２ 水源かん養機能調査  

８－２ － １  予 備 調査  
〔参考 〕  
１  地 表 流の河 川 への流 出  
  雨 水 の河川 へ の流出 は 、直接 流 出と基 底 流出と に 分類さ れ る。こ の うち、 地 表及

びごく 浅 い土層 の 間に生 じ る流出 を 直接流 出 といい 、 その量 は 流域特 性 や地質 、 地

形、地 被 状態に 大 きく影 響 される 。  
  ま た 、深い 土 層の中 を 流れる 基 底流出 水 に比較 し て短時 間 のうち に 河川に 到 達す

るため 、 洪水等 の 要因と な る。  
  直 接 流出水 量 と流域 特 性、地 質 、地形 、 地被状 態 との関 係 につい て は、第 ２ 編第

２章第 ７ 節「水 文 調査」 に 掲げら れ ている 。  
 

(２ )被度 は 地上 面 積 (コ ド ラ ート 面 積 )に 対 す る植 物 個 々の 垂 直 投影 面 積 を種 類 ごと

に集計 し 比率で 表 したも の であり 、 次の階 級 区分に よ って表 現 する。  
 

表２－ ９  ブラ ウ ン・ブ ラ ンケの 被 度階級 区 分  

被 度 の 程 度 又 は 出 現 数  階 級  被 度 の 程 度 又 は 出 現 数  階 級  
被 度 が 7 5～ 1 0 0 %で あ る 場 合  ５  被 度 が 1 0～ 2 5 %で あ る 場 合  ２  
被 度 が 5 0～  7 5 %で あ る 場 合  ４  被 度 が  1～ 1 0 %で あ る 場 合  １  
被 度 が 2 5～  5 0 %で あ る 場 合  ３  1 %以 下 の 被 度 で 出 現 数 も 少 な い  ＋  
  出 現 数 が 極 め て 稀 な も の  ｒ  

 
(３ ) （ 略）  

 

(４ )密 度 は 、単 位 面 積当 た り 、あ る い は調 査 し たコ ド ラ ート 数 に 対す る あ る種 類 又

は総個 数 のこと を いう。  

   成 立植物 の 本数 (固 体数 )を 数える 調 査に用 い られる 。  

   こ の数値 は 、植生 の 状況を 定 量的に 示 すこと か ら、施 工 地の成 果 を評価 す る指

標とし て 多用さ れ る。  

   た だし、成 立本数 が 多い箇 所 や時点 で この調 査 を実施 す るとか な りの時 間 を要

するの で 、小面 積 のコド ラ ート調 査 以外は 適 さない 。  

 

(５ ) （ 略）  

 
第６節 ・  第７節  （略）  

 
第８節 森林機能調査  

８－１  （略）  

 
８－２ 水源かん養機能調査  

８－２ － １  予 備 調査  
〔参考 〕  
１  地 表 流の河 川 への流 出  
  雨 水 の 河 川 へ の 流 出 は 、 “ 直 接 流 出 "と “ 基 底 流 出 "と に 分 類 さ れ る 。 こ の う ち 、

地表及 び ごく浅 い 土層の 間 に生じ る 流出を 直 接流出 と いい、そ の量は 流 域特性 や 地

質、地 形 、地被 状 態に大 き く影響 さ れる。  
  ま た 、深い 土 層の中 を 流れる 基 底流出 水 に比較 し て短時 間 のうち に 河川に 到 達す

るため 、 洪水等 の 要因と な る。  
  直 接 流出水 量 と流域 特 性、地 質 、地形 、地被状 態 との関 係 につい て は、第 ２ 編第

２章第 ７ 節「水 文 調査」 に 掲げら れ ている 。  
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２  浸 透 水の河 川 への流 出  
  地 層 中にし み 込んだ 深 い中間 流 及び地 下 水は下 方 向に移 動 し、そ の 多くは 河 川に

流出す る 。これ を 基底流 出 という 。 基底流 出 水は様 々 な深さ と 速さで 移 動、流 出 す

るため に 、降雨 現 象が時 間 的に断 続 したも の である に もかか わ らず、 基 底流出 の 多

い河川 の 流量は 年 間を通 じ てゆる や かかつ 連 続的な 変 化を示 し 、直接 流 出水の 多 い

河川よ り 変動が 少 ない。  

  こ れ がいわ ゆ る水源 の 涵
かん

養機能 で あり、 渇 水期に お いても 一 定水量 (基底流 量 )を

確保し て 利水に 寄 与する 。 また、 一 方で、 河 川の洪 水 時のピ － ク流量 を 緩和す る こ

とによ り 、洪水 防 止等の 災 害防止 機 能を果 た す。  
  な お 、基底 流 出水は 深 い層か ら 湧出す る 地下水 を 主体と す るが、 そ の他湖 沼 から

の流出 や 徐々に 起 こる融 雪 なども こ れに含 ま れ、降 雨 の無い と きにお け る河川 の 自

然流水 を 形成す る 。  
  時 間 の経過 に 伴う渓 流 の流量 の 変化を 模 式的に 示 すと図 ２ －３の よ うであ る 。  
 
３  森 林 におけ る 水収支 は 、次の よ うな関 係 になっ て いる。  
     降雨 量 ＝流出 量 ＋損失 量  
     流出 量 ＝直接 流 出量＋ 基 底流出 量  
 
 

 
図２－ ３  洪水 時 の流量 の 時間変 化  

 
８－２－２ 現地調査  

〔参考 〕  

１  （ 略 ）  

 
 

２  浸 透 水の河 川 への流 出  
  地 層 中にし み 込んだ 深 い中間 流 及び地 下 水は下 方 向に移 動 し、そ の 多くは 河 川に

流出す る 。これを“基底流 出 "と云う 。基底流 出水は 様 々な深 さ と速さ で 移動、流 出

するた め に、降 雨 現象が 時 間的に 断 続した も のであ る にもか か わらず 、基底流 出 の

多い河 川 の流量 は 年間を 通 じてゆ る やかか つ 連続的 な 変化を 示 し、直 接 流出水 の 多

い河川 よ り変動 が 少ない 。  
  こ れ がいわ ゆ る“水 源 のかん 養 機能”で あり、渇 水期に お いても 一 定水量 (基 底流

量 )を確保 して利 水 に寄与 す る。ま た 、一方 で 、河川 の 洪水時 の ピ－ク 流 量を緩 和 す

ること に より、 洪 水防止 等 の災害 防 止機能 を 果たす 。  
  な お 、基底 流 出水は 深 い層か ら 湧出す る 地下水 を 主体と す るが、そ の他湖 沼 から

の流出 や 徐々に 起 こる融 雪 なども こ れに含 ま れ、降 雨 のない と きにお け る河川 の 自

然流水 を 形成す る 。  
  時 間 の経過 に 伴う渓 流 の流量 の 変化を 模 式的に 示 すと図 ２ －３の よ うであ る 。  
 
３  森 林 におけ る 水収支 は 、次の よ うな関 係 になっ て いる。  
     降雨 量 ＝流出 量 ＋損失 量  
     流出 量 ＝直接 流 出量＋ 基 底流出 量  
 

図２－ ３  流出 ハ イドロ グ ラフ  

 
 

 

８－２－２  現地調査  

〔参考 〕  

１  （ 略 ）  
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２  浸 透 能、浸 透 量  

（１） 雨 水が表 層 土壌を 通 って土 壌 中に入 る ことを 浸 透とい う 。これ に 対し、 浸 透し

た水が 土 壌中を 鉛 直下方 あ るいは 斜 面に沿 っ て横方 向 に移動 す る現象 を 透水と 称

し、浸 透 と区別 し ている 。  

 

（２） 与 えられ た 条件下 の 土壌に お いて、 雨 水が浸 透 し得る 最 大レ－ ト を浸透 能 とい

い、わが 国では そ の単位 と して mm/hr を用い ている。mm は降水 量と同 様 に水高 で

示した も のであ る 。  

 

（３） 降 雨開始 後 ある時 間 を経過 す ると、 浸 透レ－ ト はほぼ 一 定にな る が、こ の とき

の状態 を 最終浸 透 能 (最終 浸透量 )といい 、 通常は こ れによ っ て浸透 能 を表現 し 、

あるい は 比較す る 。単位 は 浸透能 と 同じで あ る。  

 

（４） 土 壌の浸 透 能は通 常 時間に よ って変 化 する。 そ の態様 を 表すも の として 、 次式

が提案 さ れてい る 。  

   ま た、地 被 条件の 違 いによ る 浸透能 の 時間的 変 化の事 例 を、模 式 的に示 す と図

２－４ の ように な る。  

 

 

 
図２－ ４  浸透 能 の時間 的 変化  

 
   （ 以下略 ）  
 
（５） 最 終浸透 能 の数値 と 、それ 以 後の降 雨 強度と 浸 透レ－ ト との関 係 をおお ま かに

示した も のとし て 、次図 の ような 資 料もあ る 。  
 
 
 

２  浸 透 能、浸 透 量  

（ １） 雨 水 が表 層 土 壌を 通 っ て土 壌 中 に入 る こ とを “ 浸 透” と 云 う。 こ れ に対 し 、

浸 透 した 水 が 土壌 中 を 鉛直 下 方 ある い は 斜面 に 沿 って 横 方向 に 移 動す る 現 象 を

“透水 ” と称し 、 浸透と 区 別して い る。  

 

（２）与 えられ た 条件下 の 土壌に お いて、雨 水が浸 透 し得る 最 大レ－ ト を“浸 透 能”

と云い 、わが国 で はその 単 位とし て mm/hr を 用いて い る。mm は 降水量 と 同様に

水高で 示 したも の である 。  

 

（ ３） 降 雨 開始 後 あ る時 間 を 経過 す る と、 浸 透 レ－ ト は ほぼ 一 定 にな る が 、こ の と

き の状 態 を "最 終 浸 透能 "(“ 最終 浸 透 量” )と 云い 、 通 常は こ れ によ っ て 浸透 能

を表現 し 、ある い は比較 す る。単 位 は浸透 能 と同じ で ある。  

 

（ ４） 土 壌 の浸 透 能 は通 常 時 間に よ っ て変 化 す る。 そ の 態様 を 表 わす も の とし て 、

次式が 提 案され て いる。  

    また、地 被条件 の 違いに よ る浸透 能 の時間 的 変化の 事 例を、模 式的に 示 すと

図２－ ４ のよう に なる。  

 
図２－ ４  浸透 能 の時間 的 変化  

 
 
 
   （ 以下略 ）  
 

（ ５） 最 終 浸透 能 の 数値 と 、 それ 以 後 の降 雨 強 度と 浸 透 レ－ ト と の関 係 を おお ま か

に示し た ものと し て、次 図 のよう な 資料も あ る。  
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図２－ ５  地表 状 態別降 雨 強度と 浸 透能の 関 係  

 
    これに よ れば、 林 地にお け る最終 浸 透能は ほ ぼ 200mm/hr を超 えてい る 。わ

が国に お ける降 雨 強度が 100mm/hr を 超える こ とはま れ なので 、理論上 は 降雨の

大部分 は 浸透し て しまう と みなす こ とがで き るが、 林 地とい っ ても様 々 である

し、諸 外 国の調 査 結果や 安 全性等 を 併せて 考 えると 、 一般的 な 森林に お ける最

終浸透 能 は 100mm/hr 程度と みるの が 良いと す る向き も ある。  

 

（６） 地 質条件 と 地被状 態 と結び 付 けて浸 透 能を調 査 した事 例 に下表 が ある。  
 

表２－ 15 地質 構 造別、 地 被別平 均 最終浸 透 能  単 位 ： mm/hr 

地 質 構 造  
地  被  状  態  

林  地  伐 跡 地  草 生 地  裸  地  
火 山 放 出 物  2 6 9 . 6 18 9 . 5 15 9 . 3  7 2 . 7 

火 山 岩 類  2 2 7 . 7 12 5 . 3  5 5 . 5 10 0 . 0 

古  生  層  1 6 6 . 3 －   8 8 . 0  2 1 . 5 

第 三 紀 層  2 8 0 . 4 16 4 . 0 －   9 5 . 0 

第 四 紀 洪 積 層  3 0 4 . 7 17 8 . 0 28 1 . 0 10 9 . 0 

 
３  （ 略 ）  
 
８－３ （略）  

 
第９節 ・  第 10 節  （略）  
 

図２－ ５  地表 状 態別降 雨 強度と 浸 透能の 関 係  

 
 
 
    これに よ れば、 林 地にお け る最終 浸 透能は ほ ぼ 200mm/hr を超 えてい る 。わ

が国に お ける降 雨 強度 が 100mm/hr を超え る ことは ま れなの で 、理論 上 は降雨

の大部 分 は浸透 し てしま う とみな す ことが で きるが 、林地と 云 っても 様 々であ

るし、諸 外国の 調 査結果 や 安全性 等 を併せ て 考える と 、一般 的 な森林 に おける

最終浸 透 能は 100mm/hr 程度 とみる の がよい と する向 き もある 。  

 

（６） 地 質条件 と 地被状 態 と結び 付 けて浸 透 能を調 査 した事 例 に下表 が ある。  

 
表２－ 15 地質 構 造別、 地 被別平 均 最終浸 透 能  単 位 ： mm/hr 

地 質 構 造  
地  被  状  態  

林  地  伐 跡 地  草 生 地  裸  地  
火 山 放 出 物  2 6 9 . 6  1 8 9 . 5  1 5 9 . 3  7 2 . 7  
火 山 岩 類  2 2 7 . 7  1 2 5 . 3  5 5 . 5  1 0 0 . 0  

古  生  層  1 6 6 . 3  －  8 8 . 0  2 1 . 5  
第 三 紀 層  2 8 0 . 4  1 6 4 . 0  －  9 5 . 0  

四 紀 洪 積 層  3 0 4 . 7  1 7 8 . 0  2 8 1 . 0  1 0 9 . 0  
 
３  （ 略 ）  
 
８－３ （略）  

 
第９節 ・  第 10 節  （略）  
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第３章 計  画  

 

第１節  ・  第２節  （略）  

 
第３節 整備方針の設定  
〔参考 〕  
１  災 害 に強い 森 林整備  

土 砂 崩 壊 防 止 機 能 を 高 め る た め に は 、 根 系 の 伸 長 ・ 発 達 を 促 す こ と 、 ま た 、 土 砂

流 出 防 止 機 能 を 高 め る た め に は 、 多 量 の 落 葉 落 枝 の 存 在 と 林 床 植 生 を 繁 茂 さ せ るこ

と が 重 要 で あ る 。 さ ら に は 、 風 倒 被 害 や 冠 雪 害 等 の 気 象 害 を 防 止 す る た め に は 、適

切 な 形 状 比 に よ る 森 林 づ く り が 求 め ら れ る 。 こ の た め 、 本 数 調 整 伐 等 に よ る 適 切な

密度管 理 を行う と ともに 、 林床に は 草本と 下 層木の 生 育を促 す ことが 必 要であ る 。  
 

２  渓 畔 林の整 備  
洪 水 、 土 石 流 に よ り 形 成 さ れ る 渓 畔 域 に 生 育 す る 森 林 は 、 流 木 化 す る 可 能 性 が高

い が 、 地 形 条 件 等 に よ っ て は 、 森 林 が 渓 流 付 近 に 存 在 す る こ と に よ り 、 土 石 流 の流

下 エ ネ ル ギ ー の 緩 衝 機 能 や 土 石 の 捕 捉 効 果 等 を 発 揮 し た 例 も 確 認 さ れ て い る こ とか

ら 、 対 象 と な る 渓 流 の 環 境 や 森 林 状 況 を 把 握 し た 上 で 、 本 数 調 整 伐 等 に よ る 森 林の

適切な 密 度管理 を 行い、 根 系や下 層 植生の 発 達を促 す ことが 重 要であ る 。  
 
３  針 広 混交林 化  

管 理 が 困 難 な 針 葉 樹 人 工 林 等 で は 、 持 続 的 に 水 土 保 全 機 能 を 維 持 す る た め 、 当該

地 域 に 本 来 生 育 す る 広 葉 樹 等 の 導 入 に よ る 針 広 混 交 林 へ の 誘 導 の 実 現 性 に つ い て検

討 す る 。 広 葉 樹 の 導 入 に 当 た っ て は 、 天 然 更 新 の 可 能 性 や 立 地 条 件 を 考 慮 し た 樹種

の選定 が 重要で あ る。  
 

第４節 （略）  
 

第４章 森林造成の設計 

 

第１節  （略）  

 
第２節 測量  

２－１  （略）  

 
 
 

第３章 計  画  

 

第１節  ・  第２節  （略）  

 
第３節 整備方針の設定  
（新設 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第４節 （略）  
 

第４章 森林造成の設計 

 

第１節  （略）  

 
第２節 測量  

２－１  （略）  
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２－２ 測量の種類  
〔参考 〕 三次元 測 量  

近年、 測 量技術 の 変化に よ り、三 次 元測量 が 普及し つ つある 。 三次元 測 量とは 、

地形や 構 造物等 の 計測対 象 物の寸 法 情報を 、 三次元 的 に計測 す る測量 で ある。 Ｕ Ａ

Ｖ等を 用 いた空 中 写真測 量 やレー ザ 測距装 置 を利用 し たレー ザ 測量に 大 別され る 。  

 
第３節 ・  第４節  （略）  

 

第５節  植栽準備工  

５－１  本数調整伐  

５－１ － １  （ 略 ）  

 
５－１ － ２  本 数 調整伐 の 方法  
〔参考 〕  
１  伐 採 量の算 定  

（１） 気 象害に 対 する配 慮  

 ア  風 や 雪 の 影 響 が 想 定 さ れ る 地 域 に お け る 過 度 の 伐 採 は 、 樹 木 相 互 の 支 え を

急激に 失 い危険 で ある。  

     風 害 や 冠 雪 害 に 対 す る 森 林 の 耐 性 は 、 形 状 比 （ 樹 高 ÷胸 高 直 径 ） に よ っ て

ある程 度 判断す る ことが で き、一 般 には、 林 分の平 均 形状比 が 60 以下の場

合は耐 性 が高く 安 全、 90 を 超える と 弱く、 100 以上で はごく 弱 く危険 で ある

と考え ら れてい る 。した が って、 形 状比が 90 を超え るよう な 林分で は 特に

留意が 必 要であ り 、１ 回の 本数調 整 伐の伐 採 量は 、多 くても 材 積率に し て 20

～ 30％の 間に留 め 、受害 の 可能性 、 既往森 林 の状況 等 によっ て 、段階 的 に実

施する な どが望 ま しい。  

 

   イ  （略 ）  
 

（２） 相 対照度  

 ア  （ 略）  

 

   イ  植物 の 生存に 必 要な光 量 は、樹 種 によっ て 異なり 、 また同 一 種であ っ ても

樹齢、 樹 勢によ り 違いが あ るため 、 一律に は 決め難 い が、ス ギ 、ヒノ キ の場

合、生 存 限界の 相 対照度 は ５％以 下 、成長 量 が０と な るのが ５ ～８％ 程 度、

あ る 程 度 健 全 に 生 育 す る た め に は 10％ 以 上 の 相 対 照 度 が 必 要 で あ る と 考 え

られて い る。  

     また 、 年間の 樹 高成長 を 20cm 程度 確保し よ うとす れ ば、相 対 照度 を 20％

くらい に 保つ必 要 がある と いわれ て いる。  

 

２－２ 測量の種類  
（新設 ）  
 
 
 
 
第３節 ・  第４節  （略）  

 

第５節  植栽準備工  

５－１  本数調整伐  

５－１ － １  （ 略 ）  

 
５－１ － ２  本 数 調整伐 の 方法  
〔参考 〕  
１  伐 採 量の算 定  

（１） 気 象害に 対 する配 慮  

 ア  風 や 雪 の 影 響 が 想 定 さ れ る 地 域 に お け る 過 度 の 伐 採 は 、 樹 木 相 互 の 支 え を

急激に 失 い危険 で ある。  

     風 害 や 冠 雪 害 に 対 す る 森 林 の 耐 性 は 、 形 状 比 （ 樹 高 ÷胸 高 直 径 ） に よ って

ある程 度 判断す る ことが で き、一 般 には、 林 分の平 均 形状比 が 60 以下の場

合は耐 性 が高く 安 全、 90 を 超える と 弱く、 100 以上で はごく 弱 く危険 で ある

と考え ら れてい る 。した が って、 形 状比が 90 を超え るよう な 林分で は とく

に留意 が 必要で あ り、１ 回 の本数 調 整伐の 伐 採量は 、多くて も 材積率 に して

20～ 30％ の間に 留 め、受害 の可能 性 、既 往森 林の状 況 等によ っ て、段階 的に

実施す る などが 望 ましい 。  

 

   イ  （略 ）  
 

（２） 相 対照度  

 ア  （ 略）  

 

   イ  植物 の 生存に 必 要な光 量 は、樹 種 によっ て 異なり 、また同 一 種であ っ ても

樹令、樹 勢によ り 違いが あ るため 、一律に は 決め難 い が、ス ギ 、ヒノ キ の場

合、生 存 限界の 相 対照度 は ５％以 下 、生長 量 が０と な るのが ５ ～８％ 程 度、

あ る 程 度 健 全 に 生 育 す る た め に は 10％ 以 上 の 相 対 照 度 が 必 要 で あ る と 考 え

られて い る。  

     また 、 年間の 樹 高成長 を 20cm 程度 確保し よ うとす れ ば、相 対 照度を 20％

くらい に 保つ必 要 がある と いわれ て いる。  
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図４－ １  林内 照 度と稚 樹 の成長  

 

   ウ  （略 ）  

 

   エ  本数 調 整伐を 実 施した 後 、一般 的 には上 木 の成長 に 伴い林 内 は再び 暗 くな

る。そ の 過程に お ける相 対 照度の 変 化を算 出 する式 に 次のも の がある 。  

     logＲ Ｉ＝ logＲＩ 0－ 0.008exp(1.609⊿ h)×t 

ここに 、 ＲＩ  ： t 年後の 相対照 度  

ＲＩ 0  ： 間伐 (伐 採 )直後 の相対 照 度  

⊿ h  ： ５年間 の 樹高成 長  

t   ： 経過年 数  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４－ １  林内 照 度と稚 樹 の成長  

 
 
 
   ウ  （略 ）  

 

   エ  本数 調 整伐を 実 施した 後 、一般 的 には上 木 の成長 に 伴い林 内 は再び 暗 くな

る。そ の 過程に お ける相 対 照度の 変 化を算 出 する式 に 次のも の がある 。  

     logＲ Ｉ＝ logＲＩ 0－ 0.008exp(1.609⊿ h)×t 

     ここ に 、ＲＩ  ： t 年後 の相対 照 度  

         ＲＩ 0：間伐 (伐採 )直 後の相 対 照度  

         ⊿ h ：５年 間 の樹高 成 長  

         t  ：経過 年 数  
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図４－ ２  間伐 後 の相対 照 度の経 年 変化（ 河 原、 1988）  

 
（３） 林 分密度 管 理図、 収 量比数  

 ア  （ 略）  
 
 イ  林 分 密 度 管 理 図 は 、 針 葉 樹 一 斉 人 工 林 の よ う な 同 種 同 齢 の 樹 木 か ら 構 成 さ

れ る 林 分 を 前 提 と し て 作 成 し て あ る の で 、 多 様 な 樹 種 、 樹 齢 よ り 構 成 さ れ る

広 葉 樹 天 然 林 等 に は 適 用 で き な い 場 合 が 多 い 。 ま た 現 地 に お け る 土 壌 等 の 立

地 条 件 が 林 分 密 度 管 理 図 に お い て 想 定 し た 立 地 条 件 と 異 な る 場 合 も 適 用 で き

ないの で 留意が 必 要であ る 。  
 

ウ  収 量 比 数 と は 、 林 分 の 混 み 具 合 を 示 す 尺 度 で あ り 、 あ る 樹 高 に お け る 最 多

密 度 時 の 林 分 材 積 を １ と し て 、 そ れ に 対 す る 、 同 一 樹 高 に お け る さ ま ざ ま な

密 度 状 態 の 林 分 材 積 を 比 率 で 示 し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 同 じ 樹 高 の 林 分

であれ ば 比数が 大 きいほ ど 林分の 成 立密度 が 高いこ と を意味 し ている 。  
 

 

 

 

 

 

 

 

図４－ ２  間伐 後 の相対 照 度の経 年 変化（ 河 原、 1988）  

 

 
 

（３） 林 分密度 管 理図、 収 量比数  
 ア  （ 略）  

 
 イ  林 分 密 度 管 理 図 は 、 針 葉 樹 一 斉 人 工 林 の よ う な 同 種 同 令 の 樹 木 か ら 構 成 さ

れ る 林 分 を 前 提 と し て 作 成 し て あ る の で 、 多 様 な 樹 種 、 樹 令 よ り 構 成 さ れ る

広 葉 樹 天 然 林 等 に は 適 用 で き な い 場 合 が 多 い 。 ま た 現 地 に お け る 土 壌 等 の 立

地 条 件 が 林 分 密 度 管 理 図 に お い て 想 定 し た 立 地 条 件 と 異 な る 場 合 も 適 用 で き

ないの で 留意が 必 要であ る 。  
 

ウ  収 量 比 数 と は 、 林 分 の 込 み 具 合 を 示 す 尺 度 で あ り 、 あ る 樹 高 に お け る 最 多

密 度 時 の 林 分 材 積 を １ と し て 、 そ れ に 対 す る 、 同 一 樹 高 に お け る さ ま ざ ま な

密 度 状 態 の 林 分 材 積 を 比 率 で 示 し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 同 じ 樹 高 の 林 分

であれ ば 比数が 大 きいほ ど 林分の 成 立密度 が 高いこ と を意味 し ている 。  
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図４－ ３  林分 密 度管理 図  

 

（４）  （略）  
 
２  伐 採 木の選 定  

  伐 採 木は、 整 備方針 に 適合し た 林型の 形 成に向 け 、伐採 後 におけ る 樹木の 種 類、

形状、 配 置バラ ン ス等が 好 ましい も のとな る よう配 慮 して決 定 する。 選 木に当 た っ

ては、 同 一種か ら 構成さ れ る人工 一 斉林等 の 場合に は 、形状 や 形質に 主 点をお き 、

図４－ ３  林分 密 度管理 図  

 
 
 
（４）  （略）  
 
２  伐 採 木の選 定  

  伐 採 木は、 整 備方針 に 適合し た 林型の 形 成に向 け 、伐採 後 におけ る 樹木の 種 類、

形状、配 置バラ ン ス等が 好 ましい も のとな る よう配 慮 して決 定 する。選 木に当 た っ

ては、 同 一種か ら 構成さ れ る人工 一 斉林等 の 場合に は 、形状 や 形質に 主 点をお き 、
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まず不 良 なもの を 優先的 に 選び、必 要に応 じ 漸次状 態 の良い も のを選 定 する。ま た、

多数の 樹 種から 構 成され る 天然林 等 の場合 に は、機 能 の回復 、 強化に 有 効な種 類 を

保残す る ように し 、不要 な 種類、 形 質、形 状 の劣る 個 体を伐 採 の対象 と する。  

  目 的 とする 機 能の発 現 等効果 的 な樹種 は 、第４ 章 第６節 ６ －１－ ２ 「植栽 樹 種の

選定」 を 参考と す る。  

  形 状 や形質 か ら樹木 の 優劣を 区 分した も のに樹 型 級区分 が ある。 選 木に当 た り、

針葉樹 、 広葉樹 の いずれ に も適用 で きる代 表 的な区 分 方式と し て以下 の ような も の

がある 。  

（１） 寺 崎式区 分 （ 1983、 一部書 き なおし 、 佐藤）  

   ① 優  勢  木 ：樹冠 を 作る主 な 要素で 、 林冠の 上 層を作 る もの。  

    第１級 木 ：林冠 の 発達が 隣 の木の た めに妨 げ られる こ とがな く 、その 広 がり

がかた よ ってい ず 、幹の 形 に欠点 の ない木 。  

    第２級 木 ：林冠 の 発達が 隣 の木の た めに妨 げ られ、 そ の成長 が かたよ り 、形

の悪い 木 。  

       ａ  樹冠 が 発達し す ぎて広 く ひろが り 、ある い はその 位 置がは な はな

だしく 上 方にあ り 、扁平 に 発達し た もの（ 他 の木の 生 育を妨 げ る

「あば れ 木」） 。  

    ｂ  樹 冠 の発達 が 弱すぎ 、 幹がは な はなだ し く細長 い もの。  

ｃ  隣 の 木には さ まれて 成 長がか た よって い るもの 。  

       ｄ  幹の 形 が悪く 、 はなは な だしく 曲 がった も の、あ る いは二 又 にな

ったも の 。  

       ｅ  害を 受 けた木 。  

   

 ②劣  勢  木： 林冠の 主 な要素 に ならな い もので 、 林冠の 下 層を作 る もの。  

    第３級 木 ：すで に 勢力が 弱 まり、 成 長が遅 れ ている が 、樹冠 は まだ圧 せ られ

ていな い もの。  

    第４級 木 ：被圧 の 状態に あ るが、 ま だ生育 を 続け、 樹 冠のあ る もの。  

    第５級 木 ：枯れ か け、あ る いは枯 れ たもの 。  

 

（２） 牛 山式区 分  

Ａ  良  い  木：大き さ、幹の 形、樹勢 などが 周 囲の一 般 水準よ り 優れて い るもの 。 

 

Ｂ  並み の木： 幹 の形質 や 樹勢に 著 しい欠 点 のない 、 その林 分 の平均 的 なもの 。 

Ｃ  悪  い  木：幹の 形質や 樹 勢に著 し い欠点 が あって 、それ自 体 はもは や 育てる

価値の な いもの 。  

 
５ -２  枝落し  

５－２ － １  （ 略 ）  

 

まず不 良 なもの を 優先的 に 選び、必 要に応 じ 漸次状 態 のよい も のを選 定 する。ま た、

多数の 樹 種から 構 成され る 天然林 等 の場合 に は、機 能 の回復 、強化に 有 効な種 類 を

保残す る ように し 、不要 な 種類、 形 質、形 状 の劣る 個 体を伐 採 の対象 と する。  

  目 的 とする 機 能の発 現 等効果 的 な樹種 は 、第４ 章 第６節 ６ －１－ ２「植栽 樹 種の

選定」 を 参考と す る。  

  形 状 や形質 か ら樹木 の 優劣を 区 分した も のに樹 型 級区分 が ある。 選 木に当 た り、

針葉樹 、広葉樹 の いずれ に も適用 で きる代 表 的な区 分 方式と し て以下 の ような も の

がある 。  

（１） 寺 崎式区 分 （ 1983、 一部書 き なおし 、 佐藤）  

   ① 優勢木 ： 樹冠を つ くる主 な 要素で 、 林冠の 上 層をつ く るもの 。  

    第１級 木：林冠 の 発達が 隣 の木の た めに妨 げ られる こ とがな く 、その 広 がり

がかた よ ってい ず 、幹の 形 に欠点 の ない木 。  

    第２級 木：林 冠の 発達が 隣 の木の た めに妨 げ られ、そ の成長 が かたよ り 、形

の悪い 木 。  

       ａ  樹冠 が 発達し す ぎて広 く ひろが り 、ある い はその 位 置がは な はな

だしく 上 方にあ り 、扁平 に 発達し た もの（ 他 の木の 生 育を妨 げ る

「あば れ 木」）  

    ｂ  樹 冠 の発達 が 弱すぎ 、 幹がは な はなだ し く細長 い もの。  

ｃ  隣 の 木には さ まれて 成 長がか た よって い るもの 。  

       ｄ  幹の 形 が悪く 、はなは な だしく 曲 がった も の、あ る いは二 又 にな

ったも の 。  

       ｅ  害を 受 けた木 。  

  

  ② 劣 勢木： 林 冠の主 な 要素に な らない も ので、 林 冠の下 層 をつく る もの。  

    第３級 木：す でに 勢力が 弱 まり、成 長が遅 れ ている が 、樹冠は まだ圧 せ られ

ていな い もの。  

    第４級 木 ：被圧 の 状態に あ るが、 ま だ生活 を 続け、 樹 冠のあ る もの。  

    第５級 木 ：枯れ か け、あ る いは枯 れ たもの 。  

 

（２） 牛 山式区 分  

Ａ 良 い 木： 大 き さ 、 幹 の 形 、 樹 勢 な ど が 周 囲 の 一 般 水 準 よ り す ぐ れ て い る も

の。  

Ｂなみ の 木：幹 の 形質や 樹 勢に著 し い欠点 の ない、 そ の林分 の 平均的 な もの。  

Ｃ 悪 い 木：幹の 形 質や樹 勢 に著し い 欠点が あ って、 そ れ自体 は もはや 育  

てる価 値 のない も の。  
 
５-２  枝落し  

５－２ － １  （ 略 ）  
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５－２ － ２  枝 落 しの方 法 、密度  
〔参考 〕  
１  枝 落 しの強 さ を平均 樹 冠長で 表 し、そ れ と相対 照 度との 関 係を示 し たもの に 次の

ものが あ る。  

      RLI
. .

100% 

      こ こ に、Ｒ Ｌ Ｉ：相 対 照度（ ％ ）  
           Ｈ ｋ：平 均 樹冠長 （ ｍ）  
            Ｇ：胸 高 断面積 （ ㎡）  
            Ｈ：樹 高 （ｍ）  
 
  こ の 関係式 に より、 胸 高断面 積 （Ｇ） 、 樹高（ Ｈ ）に任 意 の数値 を 当ては め るこ

とによ っ て、枝 落 しに対 す る相対 照 度の変 化 の傾向 を 推定す る ことが で きる。 た だ

し本式 は 、北 斜面 におけ る スギ林 の 例であ る 胸高断 面 積（ Ｇ ）と平均 樹 冠長（Ｈ ｋ）

と相対 照 度の関 係 を示す 。  
 

 
図４－ ４  スギ 林 におけ る Ｇ・Ｈ ｋ と相対 照 度の関 係 （安藤 ほ か  1971）  

 

 

 

 

 

５－２ － ２  枝 落 しの方 法 、密度  
〔参考 〕  
１  枝 落 しの強 さ を平均 樹 冠長で 表 し、そ れ と相対 照 度との 関 係を示 し たもの に 次の

ものが あ る。  

      RLI
. .

100% 

      こ こ に、Ｒ Ｌ Ｉ：相 対 照度  
           Ｈ ｋ：平 均 樹冠長  
            Ｇ：胸 高 断面積  
            Ｈ：樹 高  
 
  こ の 関係式 に より、Ｇ 、Ｈに任 意の数 値 を当て は めるこ と によっ て 、枝落し に対

する相 対 照度の 変 化の傾 向 を推定 す ること が できる 。ただし 本 式は、北 斜面に お け

るスギ 林 の例で あ る（Ｇ ） と平均 樹 冠長（ Ｈ ｋ）と 相 対照度 の 関係を 示 す。  
 

図４－ ４  スギ 林 におけ る Ｇ・Ｈ ｋ と相対 照 度の関 係 （安藤 ほ か  1971）  
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図４－ ５  葉量 除 去率と 枝 打ち後 ２ 年間の 幹 材積成 長 割合（ 竹 内、蜂 屋 、 1977）  

 
２  ・  ３  （略 ）  
 
５－３ ・  ５－４  （略）  
 
第６節 植生導入工  

６－１  植栽  

６－１ － １  （ 略 ）  

 
６－１ － ２  植 栽 樹種の 選 定  

〔参考 〕  

１  （ 略 ）  

 
２  生 活 環境の 保 全機能 の ための 森 林整備 に 適合す る もの  

  生 活 環境の 保 全に関 連 する具 体 的項目 は 、水、 大 気、気 象 、塵埃 、 騒音、 防 火な

図４－ ５  葉量 除 去率と 枝 打ち後 ２ 年間の 幹 材積成 長 割合（ 竹 内、蜂 屋 、 1977）  

 

 
 

２  ・  ３  （略 ）  
 
５－３ ・  ５－４  （略）  

 

第６節  植生導入工  

６－１  植栽  

６－１ － １  （ 略 ）  

 
６－１ － ２  植 栽 樹種の 選 定  

〔参考 〕  

(１ ) （ 略）  

 
(２ )生活 環境の 保 全機能 の ための 森 林整備 に 適合す る もの  

  生 活 環境の 保 全に関 連 する具 体 的項目 は 、水 、大 気、気象 、塵 埃、騒音 、防 火な
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ど多彩 で あり、 し たがっ て それら に 適合す る 樹種も 多 岐にわ た るので 、 それぞ れ の

項目ご と に保全 す べき対 象 や内容 に 応じた 適 切な樹 種 を選定 す るもの と する。な お、

水、気 象 、防火 な どは、 水 源のか ん 養機能 や 防災機 能 と共通 す る部分 が 多いの で 、

それら に 併せて 樹 種の選 定 を行う 必 要があ る 。  

騒 音 の 軽 減 に 効 果 的 な 種 類 の 要 件 と 代 表 的 な 樹 種 を あ げ れ ば 、 次 の よ う な も のが

ある。  

◇求め ら れる主 な 要件  

・枝下 が 低く葉 が 密に着 く こと  

・樹高 が 高く冬 季 に落葉 し ないこ と  

◇代表 的 な樹種  

針葉樹 ････イヌマ キ、イ チ イ、ヒ マ ラヤス ギ 、カイ ヅ カイブ キ 、サワ ラ  

広 葉 樹 ････ク ス ノ キ 、 ク ロ ガ ネ モ チ 、 カ ナ メ モ チ 、 シ ロ ダ モ 、 マ テ バ シ イ 、 モ ッ

コク、 ヤ マモモ 、 ヤブニ ッ ケイ、 ウ バメガ シ 、ツバ キ  

 

６－１ － ３  苗 木 の大き さ  

〔参考 〕  

１  （ 略 ）  

 

２  樹 木 の 地 上 部 と 地 下 部 の 発 育 の 重 量 比 で 表 し た も の に Ｔ /Ｒ 率 (地 上 部 重 量 /地 下

部重量 )がある 。苗木の 場 合には 、一般に 数 値の小 さ い方が 根 系が発 達 してい る こと

を示し 寒 地では 概 ね４以 下 、暖地 で は６以 下 が良苗 と される 。  

 
６－１ － ４  植 栽 本数及 び 植裁木 の 配置  
〔参考 〕  

１  ～  ３  （略 ）  

 

４  林 地 に前生 樹 がある 場 合は、 そ の成立 本 数を勘 案 して植 栽 本数を 減 少する 場 合も

考えら れ る。  

 
６－１ － ５  （ 略 ）  

 
６－１ － ６  施 肥 及び土 壌 改良  
〔参考 〕  

１  ・  ２  （略 ）  

 
３  土 壌 改良材 は 、土壌 の 物理的 、 化学的 、 微生物 的 性質を 改 善する た めに用 い るも

ので、 原 料、製 法 、主成 分 などの 違 いによ り 有機質 系 のもの 、 無機質 系 のもの 、 合

成高分 子 系のも の などが あ る。  
 （以 下 略）  

ど多彩 で あり、し たがっ て それら に 適合す る 樹種も 多 岐にわ た るので 、それぞ れ の

項 目 ご と に 保 全 す べ き 対 象 や 内 容 に 応 じ た 適 切 な 樹 種 を 選 定 す る も の と す る 。 な

お、水 、気象、防 火など は 、水源 の かん養 機 能や防 災 機能と 共 通する 部 分が多 い の

で、そ れ らに併 せ て樹種 の 選定を 行 う必要 が ある。  

騒 音の 軽 減 に効 果 的 な種 類 の 要件 と 代 表的 な 樹 種を あ げ れば 、 次 のよ う な もの が

ある。  

◇求め ら れる主 な 要件  

・枝下 が 低く葉 が 密に着 く こと  

・樹高 が 高く冬 季 に落葉 し ないこ と  

◇代表 的 な樹種  

針葉樹 ････イヌマ キ、イ チ イ、ヒ マ ラヤス ギ 、カイ ズ カイブ キ 、サワ ラ  

広 葉 樹 ････ク ス ノ キ 、 ク ロ ガ ネ モ チ 、 カ ナ メ モ チ 、 シ ロ ダ モ 、 マ テ バ シ イ 、 モ ッ

コク、 ヤ マモモ 、 ヤブニ ッ ケイ、 ウ バメガ シ 、ツバ キ  

 

６－１ － ３  苗 木 の大き さ  

〔参考 〕  

１  （ 略 ）  

 

２  樹 木 の 地 上 部 と 地 下 部 の 発 育 の 重 量 比 で 表 し た も の に Ｔ /Ｒ 率 (地 上 部 重 量 /地 下

部 重 量 )が あ る 。 苗 木 の 場 合 に は 、 一 般 に 数 値 の 小 さ い 方 が 根 系 が 発 達 し て い る こ

とを示 し 寒地で は おおむ ね ４以下 、 暖地で は ６以下 が 良苗と さ れる。  

 
６－１ － ４  植 栽 本数及 び 植裁木 の 配置  
〔参考 〕  

１  ～  ３  （略 ）  

 

４  林 地 に前生 樹 がある 場 合は、そ の生立 本 数を勘 案 して植 栽 本数を 減 少する 場 合も

考えら れ る。  

 
６－１ － ５  （ 略 ）  

 
６－１ － ６  施 肥 及び土 壌 改良  
〔参考 〕  

１  ・  ２  （略 ）  

 
３  土 壌 改良材 は 、土壌の 物理的、科学的、微生物 的 性質を 改 善する た めに用 い るも

ので 、原 料、製法 、主 成分 などの 違 いによ り 有機質 系 のもの 、無機質 系 のもの 、合

成高分 子 系のも の などが あ る。  
 （以 下 略）  
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４  （ 略 ）  
 
６－１ － ７  ・  ６ －１－ ８  （略 ）  

 
６－２ （略）  

 

第５章 保育の設計 

 

第１節  （略）  

 

第２節  保育の工種  

２－１  ～  ２－５  （略）  

 
２－６ 本数調整伐  

２－６ － １  （ 略 ）  

 
２－６ － ２  本 数 調整伐 の 方法  
〔参考 〕  

 渇水 地 域にお け る本数 調 整伐の 方 法とし て 、以下 の 方法が 報 告され て いる。  

１  植 栽 後、収量 比数が 0.7 となっ た時点 で １回目 の 本数調 整 伐を行 っ て収量 比 数を

0.6 に落 とし 、２ 回目の 本 数調整 伐 も 0.7 か ら 0.6 に 収量比 数 を落と す 方法で 行 う。

３回目 も 同程度 と する。  

 

２  形 状 比が小 さ くなっ た ４回目 で は、 0.68 から 0.58 に収量 比数を 落 とし、 次 回は

0.68 から 0.55 に収量 比 数を落 と す方法 で 本数調 整 伐を行 う 。  

 

３  以 後 は、収 量 比数が 0.65 から 0.55 の間 となる よ う本数 を 管理す る 。最終 の 収量

比数を 0.55 とする のは、森 林の姿 を 呈し、か つ気象 害 に対し て 抵抗力 を 発揮で き る

最低限 の 密度と 考 えられ る ためで あ る。  

 

４  （ 略 ）  

 

２－６ － ３  （ 略 ）  
 
２－７ ～  ２－ 12 （略）  

 
２－13 獣害防除  

２－ 13－ １  （ 略 ）  

４  （ 略 ）  
 
６－１ － ７  ・  ６ －１－ ８  （略 ）  

 
６－２ （略）  

 

第５章 保育の設計 

 

第１節  （略）  

 
第２節 保育の工種  

２－１  ～  ２－５  （略）  

 
２－６ 本数調整伐  

２－６ － １  （ 略 ）  

 
２－６ － ２  本 数 調整伐 の 方法  
〔参考 〕  

 渇水 地 域にお け る本数 調 整伐の 方 法とし て 、以下 の 方法が 報 告され て いる。  

（１ ）植 栽後 、Ry0.7 となっ た時点 で １回目 の 本数調 整 伐を行 っ て Ry を 0.6 に落と

し、２ 回 目の本 数 調整伐 も 0.7 から 0.6 に Ry を落と す 方法で 行 う。３ 回 目も

同程度 と する。  

 

（２）形 状比が 小 さくな っ た４回 目 では、0.68 から 0.58 に Ry を落と し 、次回 は 0.68

から 0.55 に Ry を 落とす 方 法で本 数 調整伐 を 行う。  

 

（３） 以 後は、 Ry が 0.65 から 0.55 の間と なるよ う 本数を 管 理する 。 最終の Ry を

0.55 とす るのは 、森林の 姿 を呈し 、かつ気 象 害に対 し て抵抗 力 を発揮 で きる最

低限の 密 度と考 え られる た めであ る 。  

 

（４）  （略）  

 
２－６ － ３  （ 略 ）  
 
２－７ ～  ２－ 12 （略）  

 
２－13 獣害防除  

２－ 13－ １  （ 略 ）  
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２－ 13－ ２  獣 害 防除の 方 法  
〔参考 〕 主な獣 害 対策と 特 徴  
１  獣 害 防護柵 設 置  

様 々 な 動 物 に よ る 食 害 の 防 御 と し て 最 も 安 定 し た 効 果 が 得 ら れ 、 比 較 的 費 用 も抑

え ら れ る 方 法 で あ る 。 大 き な 面 積 を 一 斉 に 守 れ る 利 点 が あ る が 、 倒 木 な ど 、 何 らか

の原因 で 一部に 穴 が開け ば 、そこ か ら動物 が 入りこ む ため維 持 管理が 重 要とな る 。  
 

２  食 害 防護資 材 設置  
植栽木 に ネット や 管状の 資 材を設 置 し、シカ 等によ る 食害を 防 止する 方 法であ る 。

風 衝 地 や 雪 の 多 い 斜 面 で は 、 外 圧 で 倒 れ る こ と が あ る た め 、 設 置 に 当 た っ て は 、使

用する 資 材を適 切 に選択 す る必要 が ある。  
 

３  剥 皮 防護資 材 設置  
主 に テ ー プ 巻 き に よ る も の で 、 シ カ や ク マ に よ る 剥 皮 被 害 に 対 し て 効 果 が 高 い方

法 で あ る 。 た だ し 、 テ ー プ そ の も の の 劣 化 、 肥 大 成 長 に よ る テ ー プ の 食 い 込 み 等に

留意す る 必要が あ る。  
 

４  薬 剤 を使用 し た防護  
樹木に 忌 避剤を 塗 布し、 又 はそれ に 浸した テ ープを 巻 くこと に よって 樹 木の味 覚

を落と す もので 、 シカ等 に よる初 期 の被害 段 階では 有 効であ る 。薬剤 の 効果を 継 続

して発 揮 させる た めには 、 枝の伸 長 に合わ せ 、複数 回 散布す る ことが 必 要であ る 。  
 

５   不嗜 好性植 物 の植栽 に よる防 除  
不嗜好 性 植物の 植 栽は、 シ カが嫌 悪 する樹 種 を植栽 し て遠ざ け ようと す るもの で

ある。 不 嗜好性 植 物には 、 地域性 が あり、 種 子や苗 の 入手が 困 難であ る という 課 題

がある 。  

２－ 13－ ２  獣 害 防除の 方 法  
（新設 ）  

附  則  
こ の 通 知 は 令 和 ６ 年 ２ 月 ９ 日 か ら 適 用 す る  




